
 

 

 

「MUSIC AWARDS JAPAN 2026」 

ライブスタッフカテゴリーの受賞作品を発表 

 

国内最大規模の国際音楽賞「MUSIC AWARDS JAPAN 2026」（MAJ）では、６月 13 日（土）に開催され

た授賞式にて、全 78 部門の最優秀作品/アーティストが発表されました。 

その中で、今回より新設されたライブスタッフカテゴリーの受賞作品が発表されましたので、お知らせいたし

ます。 

 

【ライブスタッフカテゴリー受賞 4 作品】 

＜最優秀ライブ美術大道具スタッフ賞 in association with 日本舞台技術スタッフ団体連合会＞ 

Mrs. GREEN APPLE「DOME TOUR 2025 ”BABEL no TOH”」 ／  

PMGA 大田 高彰 / 日本ステージ株式会社 箕輪 理博、安居 宏記 

 

＜最優秀ライブ照明スタッフ賞 in association with 日本舞台技術スタッフ団体連合会＞ 

サカナクション「SAKANAQUARIUM 2025 “怪獣”」 ／  

株式会社アカリセンター 本田 祐介 

 

＜最優秀ライブ音響スタッフ賞 in association with 日本舞台技術スタッフ団体連合会＞ 

サカナクション「SAKANAQUARIUM 2025 “怪獣”」 ／  

株式会社アコースティック 佐々木 幸生、八木 嘉己、笠井 宏友 

 

＜ライブスタッフ功労賞 in association with 日本舞台技術スタッフ団体連合会＞ 

舞台監督 金一 浩司 

 

 

【「MUSIC AWARDS JAPAN 2026」開催概要】 

開 催 日 時：2026 年 6 月 13 日（土） 

会   場：TOYOTA ARENA TOKYO、SGC ホール有明 他 

協   力：経済産業省、文化庁、日本貿易振興機構（ジェトロ） 

後   援：東京都、江東区、渋谷区、国際交流基金、一般社団法人東京臨海副都心まちづくり協議会 

公式サイト：https://www.musicawardsjapan.com/ 

 

報道関係各位 

 

2026 年 7 月 1 日 

一般社団法人日本舞台技術スタッフ団体連合会 



 

 

（左から金一氏、本田氏、佐々木氏、笠井氏、八木氏、大田氏、安井氏、箕輪氏） 

 

各賞の受賞者より、受賞コメントと以下の 3 点についてお話を伺いました。受賞者の声をご紹介します。 

Q1.受賞作品について、どのような部分が評価されたと考えますか。 

Q2.この仕事のやりがい、醍醐味を教えてください。 

Q3.同じ業界で働く仲間、これからこの業界を目指す人たちへメッセージをお願いします。 

※ライブスタッフ功労賞のみ、別の質問にお答えいただいています。 

 

【受賞者コメント】 

 

＜最優秀ライブ美術大道具スタッフ賞＞ 

PMGA 大田 高彰 

「これまで大道具のスタッフが評価されることがなかったので、まずこのような賞を創設していただいた

CEIPA 様に感謝申し上げます。受賞作品において、かなり挑戦的なことをやり遂げたと感じています。評価い

ただけたことを大変光栄に思っております」 

A1.「通常は大きなステージを作ることと、機構というものは別物だと思います。しかし、受賞した作品では、

その両方を高水準で実現しました。これだけ大型のステージが動くという、これまでにないチャレンジングな

ことを形にしました。その部分が一番大きいと思います」 



 

A2.「我々が大切にしているのが、“場”というものです。観客の皆様が楽しみにしている“場”をスタッフみんな

で準備して作り上げます。そして、“場”が開いた瞬間に巻き起こるオーディエンスのさまざまなリアクション

を感じられることです」 

A3.「自分自身が何者でもなかった若いころに、好きな音楽に携わったことで、今日このような賞をいただくこ

とができました。この仕事には、魅力的な部分がたくさんあります。ぜひ踏み込んでほしいと思います」 

 

日本ステージ株式会社 箕輪 理博 

「このような壮大なセットを多くの人たちが関わって作り上げることができました。弊社の社員、協力会社の

皆様、このプロジェクトに関わったすべての方に感謝申し上げます」 

A1.「アーティストのイメージする世界観の演出に合わせて作り上げられた巨大なステージ、そして機構の部分

ではないでしょうか」 

A2.「本番が始まって、ステージを見たお客様が驚いてくれたり楽しんでくれたりする姿やリアクションをいた

だけることがやりがいです」 

A3.「自分自身とてもやりがいのある仕事だと思います。ぜひこの業界を目指してほしいです。一緒に頑張りま

しょう」 

 

日本ステージ株式会社 安居 宏記 

「この賞は、周りの大勢の方々の協力があって受賞することができました。それを、皆さんの代表の一人とし

て私が受け取りました。アーティスト、協力会社の皆様、社員の仲間たち、関わったすべての皆様にこの場を

お借りして御礼申し上げます。ありがとうございました」 

A1.「まずは、巨大なステージセット、そして最初から最後までストーリー性があるところだと思います。大き

な部分から細かい部分まで、装飾の配置や転換なども含めて変化に富んだ作品であること」 

A2.「オープニングが始まる瞬間、そしてお客様の歓声を聞いたときです。これまでさまざまなステージに関わ

ってきましたが、それがこの仕事の醍醐味だと感じています」 

A3.「この仕事は、ある意味とても忙しい世界です。しかし、多くのお客様へ感動を提供し、その反応を間近で

感じられる素敵な仕事でもあります。ぜひ一緒に働いて、この業界を盛り上げていきましょう」 

 

 

＜最優秀ライブ照明スタッフ賞＞ 

株式会社アカリセンター 本田 祐介 

「とても光栄な賞をいただき誠にありがとうございます。授賞式では自分が代表して受け取りましたが、これ

は自分一人の力ではなく、照明チームさらにはライブに関わるスタッフすべての人の力があって獲得できたも

のだと思います。この場をお借りして感謝申し上げます。ありがとうございました」 

A1.「アーティストの皆様と近い距離感で仕事ができていること。（演出をしている）田中裕介さんを軸とし



 

た、曲への解釈、寄り添い方がライブ全体に反映された部分ではないでしょうか」 

A2.「照明およびレーザーの仕事をライブに限らずさまざまな場面で携わっています。それぞれが一つの作品と

いう“形”として完成させられることに、やりがいや喜びを感じます」 

A3.「（この業界を目指す方へ）簡単な仕事ではないですが、だからこそ完成したときに得られる達成感は何事

にも代えがたいと思います。その喜びや嬉しさを一緒に感じたいです」 

（同業の仲間の皆様へ）今回のノミネートされている方々にも知り合いがいて、皆さん素晴らしい作品を作ら

れている方たちです。今日をきっかけに、この業界がさらに盛り上がり、その素晴らしさをより多くの方に知

っていただきたいです」 

 

 

＜最優秀ライブ音響スタッフ賞＞ 

株式会社アコースティック 佐々木 幸生 

「私たちの仕事は表に出る機会はないので、このような賞のおかげでライブスタッフにスポットを当てていた

だけたことを大変光栄に思います。今日をきっかけに、業界全体にとっての目標になったら嬉しいです」 

A1.「アーティスト自身が常に新しいことへチャレンジする意欲、ライブの来場者全員に満足してもらいたいと

いう想い、音に対するこだわり、そういった部分が評価されたと思います」 

A2.「お客様の反応がダイレクトに感じられること。そして、お客様、アーティスト、ライブスタッフの三者が

同じ時間を共有して、最高の瞬間を迎えたときにとても感動します」 

A3.「この賞ができたことで、同業者の方たち、そして若いエンジニアにとって『次は自分があの場所に立つん

だ！』という目標になったと思います。同じ目標に向かって切磋琢磨してほしいです」 

 

株式会社アコースティック 笠井 宏友 

「大変栄誉ある賞をいただき誠にありがとうございます」 

A1.「アーティスト自身の音へのこだわりが表現でき、お客様にそれが届いたということだと思います」 

A2.「ライブという特性上、どれだけ事前に準備をしていても“絶対”という確信はありません。そんな中でも、

自分たちが想像したことを表現できた瞬間というのは、やりがいを感じ、達成感が得られます」 

A3.「とても面白い仕事です。ぜひ、この業界で一緒に仕事をしましょう」 

 

株式会社アコースティック 八木 嘉己 

「このたびは、このような名誉ある賞を賜り、大変光栄に存じます。自分自身が携わった作品が評価されたこ

とで、今後活動していく上での励みになります」 

A1.「アーティストとライブスタッフが一体になって、一つの空間を作り上げられたことだと思います」 

A2.「アーティストと一体になってライブを作り上げることができること。そして、お客様の反応を間近で感じ

られることです」 



 

A3.「大変なことの方が多い業界ですが、それ以上にやりがいを感じられる仕事だと思います。この業界に飛び

込んで、一緒にやりがいを感じましょう」 

 

＜ライブスタッフ功労賞＞ 

金一 浩司 

「本日は、名誉ある賞を授与していただき誠にありがとうございます。これは私一人の力ではなく、クリエイ

ト大阪の仲間みんなで頂戴した賞です。来年、株式会社クリエイト大阪は 50 年を迎えます。このようなタイミ

ングで受賞できたことに何か縁を感じます。心より感謝申し上げます」 

この業界で長く続けていく秘訣を教えてください。 

「人を信用すること、人に恵まれること。この二つだと思います」 

同業者の皆さんにメッセージをお願いします。 

「仲間を作り、信頼関係を築いたみんなで一緒に仕事をすることは、とても楽しいです。そして、このような

賞も受賞することができました。ありがとうございます」 

今後、この業界を志す方へメッセージをお願いします。 

「好きなことにどんどんチャレンジしてほしいです。引っ込むよりも人と繋がることで、一人ではできないよ

うな大きな仕事を作り上げることができます。これからもっともっと良い舞台を作ってください」 

 

 

一般社団法人日本舞台技術スタッフ団体連合会について 

 

日本舞台技術スタッフ団体連合会は、舞台技術スタッフ事業者のための連合団体です。 

我々の業界に潜在的にいると推定される約 6 千社の経営環境を守り、約 60 万人とも言われている雇用を維持す

るための政策と支援や、ウィズコロナ・アフターコロナ時代において生じる「働き方改革問題」、「舞台技術

スタッフを定義した日本標準産業分類の新設」、「2023 年インボイス制度導入を見据えたフリーランスとの契

約のあり方」等、さまざまな経営課題をクリアしていくための交渉を、「政府・議員・省庁・自治体」に継続

して行う必要があり、各技術スタッフ業種団体の垣根を超えて、連帯してロビイング活動を行うための事業者

団体の連合組織として、2021 年（令和 3 年）9 月 2 日（木）に「一般社団法人 日本舞台技術スタッフ団体連

合会」「略称：スタッフ連合会」が発足致しました。 

今回「MUSIC AWARDS JAPAN 2026」において、音楽ライブ・イベントの舞台制作を支えるスタッフの功績

を年間の作品の中から顕彰し、舞台技術分野の発展および社会的認知の向上を目的とする賞が新設されました。

それにより、ライブエンターテインメント業界で働く多くの舞台技術スタッフにおいて業務の励みとなり、

我々の業界の社会的評価向上など、さまざまな効果が期待されます。 

 

 

 



 

 

 

 

【組織概要】 

名 称：一般社団法人 日本舞台技術スタッフ団体連合会 

略 称：スタッフ連合会 

設 立：2021（令和 3）年 9 月 2 日（木） 

事務局所在地：東京都港区芝 5-26-20 建築会館 4 階  

HP：https://staff.or.jp 

 

＜報道関係の方からのお問い合わせ先＞ 

（一社）日本舞台技術スタッフ団体連合会  

事務局 小峯 TEL：03-6384-6050 MAIL：jimu@staff.or.jp 

 


